
１ ⼤学別受講者数

【府内】 【府外】
⼈数 所属 ⼈数 うち

京阪神出⾝
⼤阪⼤学 3 防衛医科⼤学校 6 3
近畿⼤学 2 ⾼知⼤学 1 1
⼤阪医科薬科⼤学 2 神⼾⼤学 1 0
関⻄医科⼤学 2 合計 8 4
⼤阪公⽴⼤学 2

合計 11

２ セミナーを何で知ったか n=19（重複回答可）

【考察】
 ・セミナー参加者を集めるには⼝コミが有効だが、⼤学構内でのポスター掲⽰の効果が顕著に現れている。

３ 参加を決めた理由 n=19（重複回答可）

【考察】
 ・興味のあるプログラムは、「腹腔鏡」が３ポイント、「産科救急」と「超⾳波エコー」が１ポイント。

令和５年度 医学⽣のための産婦⼈科セミナー アンケート集計（概要）
2024/01/27開催

所属

募集定員24名→申込み数25名
参加者合計 19名（内訳：男 5名、⼥ 14名）
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無回答

興味のあるプログラムがあった

指導教員・先輩に勧められた

産婦人科の分野に進むことを決めている

将来の進路選択の参考としたい

参加を決めた理由
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ホームページ

友人

指導教員・先輩

大学のポスター掲示

このセミナーを何で知ったか



４ 今回のセミナーの満⾜度 n=19

期待以上＝5点、期待どおり＝4点、普通＝3点、少し期待はずれ＝2点、期待はずれ＝1点
とした場合の平均点

セミナー全般 腹腔鏡 分娩
/NCPR 超⾳波 座談会

4.9 4.9 4.9 4.8 4.6

５ おもな感想

 ≪内容やボリュームについて≫
  ・ボリュームも難易度もちょうど良かった。
  ・盛りだくさんの内容で楽しく有意義な時間を過ごすことができた。
  ・シミュレーションをたくさん経験できて、とても充実した１⽇でした。

 ≪腹腔鏡について≫
  ・実習等でなかなか経験ができない腹腔鏡の練習が出来たのがとても印象に残りました。
  ・腹腔鏡のシミュレーションが楽しかったです。
  ・腹腔鏡が難しかった。

 ≪分娩/NCPRについて≫
  ・内診や分娩は⾒学したことはありましたが、実際やってみることがなかったので、とても新鮮でした。
  ・分娩体験で頭位とかを覚えることができました。
  ・分娩のコーナーでは座学だけではよく分かっていなかった部分を3次元で⾒ることができ、
    とても勉強になりました。
  ・NCPRの実習が最も印象に残りました。様々なパターンを実習でき、勉強になりました。

 ≪超⾳波について≫
  ・経腟エコーや採卵体験は初めてだったので楽しかったです。
  ・特に胎児超⾳波が体験できて良かったです。
  ・分娩や超⾳波シミュレーション、腹腔鏡など、⼤学や他のセミナーで触れたことはあったが、
    採卵などはしたことがなかったため印象に残った。
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 ≪その他≫
  ・同年代の他⼤学学⽣と話す機会があって貴重だった。
  ・腹腔鏡レースが楽しかった。それに加えて実技が学べて良かったです。
  ・先⽣⽅が熱⾎、明るい。産科の印象は良いことしかない。

６ 今後、どのような内容があれば「また参加したい」と思うか

  ・とにかく⼿を動かす⼿技の実習がしたいです。
  ・帝王切開の⼿技など。
  ・エコーの使い⽅や⾒⽅。
  ・ロボットの練習機械に触れられたら嬉しいです。
  ・座談会の時間がもう少し⻑ければうれしいです。

７ 実施時期について(毎年１⽉下旬から２⽉上旬に実施)

18名が「今のままでよい」と回答。
1名は3⽉を希望。その理由として「試験期間に被らない」からと回答。

8 グループ分けについて

19名全員が「今回のままでよい」と回答。

 9 当セミナー受講による産婦⼈科医療への関⼼度と専攻する意向 n=19

  ⾼まった＝5点、すこし⾼まった＝4点、変化なし＝3点、少し低下した＝2点、低下した＝1点  
  とした場合の平均点
   ①産婦⼈科医療への関⼼ 4.8点
   ②産婦⼈科医療を専攻する意向 4.7点
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産婦人科医療を専攻する意向

産婦人科医療への関心

産婦人科医療への興味

高まった＝５点 少し高まった＝4点 変化なし＝3点 少し低下した＝2点 無回答
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